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	 今から 10年前、平成 20年４月、当時、八碁連の前身で
あった碁楽連の会長で恩方同好会の真辺保幸氏の発案によ

り、碁を覚えたい人を発掘して碁楽連の発展につなげよう

と始めたのが初心者教室でした。 
	 すでに碁打ちの人々が減り始め、先が思いやられると感じとった真辺氏の「先

見の明」が見事に具体化したのです。生徒の募集方法は八王子市広報の「ひろ

ば」に年２回掲載してもらい、10年間一度も漏れることなく掲載を続けていた
だき、広報には感謝しております。 
	 現在会員は 36人ですが、教室は 30人しか入れないために、人数を増やして
もどうしたらよいかが課題です。教室では年 2 回大会を開催して、優勝者は 1
階級昇級という特典付き、5級まで登ると上のクラスの研修部に回ってもらいま
す。すでに 25人ほどが昇級しました。中には有段者も何人か出ています。この
ような方法で人数の調整はできていますが、違った方法で初心者教室の人員増

を考えて、ますますの八碁連発展のために皆さんの協力をお願いしたいところ

です。 
	 現在の指導講師は浅川同好会の

吉田旭八段１人ですが、あと２人位

増やして教室の充実を図りたいと

考えています。 
 
 

写真１	 初心者教室の風景	


